
141　2014年9月号
第1回　基礎知識その1…Cortex-Mのアーキテクチャ（2014年4月号）
第2回　基礎知識その2…これだけは知っておきたい! システム・アドレス・マップ（2014年5月号）
第3回　電源ON時ホントの初めの動作（2014年6月号）

　今回は，Cortex-M4搭載マイコンKinetis（フリース
ケール）のクロック信号生成回路の基本構造と各ク
ロック・モードの動作，設定方法などを紹介します．
　Cortex-Mコア共通ではなくて，各社独自の機能
になります．消費電力を低く抑えるために複雑な構
成になっている場合が多く，ちょこっと使いたい場
合でも避けては通れませんので，ここで解説してお
きます．� （編集部）

クロック信号生成回路

　マイコンは一般に，内部発振回路か，外付け水晶振

動子を使った発振回路で生成した信号を基に，動作に
必要なクロック信号を生成します．分周したりPLL

（Phase Locked Loop）回路で逓倍したりすることで，
希望する周波数で動かせるようになります．
　Kinetisシリーズのクロックはさらに，FLL（Frequency 
Locked Loop）と呼ばれる回路が内蔵されており，周
波数精度がそれほど必要ない用途ではPLL用電源な
どを用意せずとも簡単にクロック信号が生成できるよ
うになっています．動作周波数や消費電力を考慮し
た，柔軟なクロック設定が行えます．
　便利に使える代わりに，一般的な汎用マイコンに比
べるとクロック構成は複雑になっています．ここで

図1　Cortex-M4搭載Kinetisマイコン（フリースケール）のクロック生成回路
K60の例
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